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CLUSTERPRO SE for Linux Ver3.x 
CLUSTERPRO SX for Linux Ver3.x 

 アップデート手順書 
 CPRO-LX030-16用 第1版 

 

1 はじめに 
この手順書は 以下の製品の CPRO-LX030-16 アップデートの手順書です。 
 
SX 版は前回のアップデート CPRO-LX030-14、CPRO-LX030-15 と同じものです。 
 

* CLUSTERPRO SE for Linux Ver3.0   UL4006-301, 311, 321, 331, 341 
* CLUSTERPRO SE for Linux Ver3.1   UL4006-401, 411, 421, 431, 441 
* CLUSTERPRO SX for Linux Ver3.1   UL4006-408, 418, 428, 438 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
本アップデート適用後はシステム構築ガイドは下記の版を参照ください。 
 

+ 動作環境編         第24版以降 
+ クラスタ生成編(共有ディスク)  第11版以降 
+ メンテナンス編       第16版以降 
+ コマンド編         第15版以降 
+ Webマネージャ編        第11版以降 
+ トレッキングツール編     第13版以降 
+ リソース詳細編       第10版以降 

 
必ず最新版のシステム構築ガイドを入手してください。以下のURLに掲載されていま
す。 
 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/CLUSTERPRO/ 

以下には本Updateを適用しないでください。 
CLUSTERPRO for Linux Ver1.0  (UL4006-001) 
CLUSTERPRO Lite! for Linux Ver1.0 (UL4006-003) 
CLUSTERPRO SE for Linux Ver2.0 (UL4006-101) 
CLUSTERPRO LE for Linux Ver2.0 (UL4006-103) 
CLUSTERPRO SE for Linux Ver2.1 (UL4006-201) 
CLUSTERPRO LE for Linux Ver2.1 (UL4006-203) 
CLUSTERPRO FastSync Option for Linux Ver2.1 (UL4006-007) 
CLUSTERPRO LE for Linux Ver3.0 (UL4006-303, 313, 323, 333) 
CLUSTERPRO LE for Linux Ver3.1 (UL4006-403, 413, 423, 433) 
CLUSTERPRO FastSync Option for Linux Ver3.0 (UL4006-107) 
CLUSTERPRO FastSync Option for Linux Ver3.1 (UL4006-207) 
CLUSTERPRO X 1.0 for Linux (UL4276-002, 012, 022, 032, 042, 052) 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/CLUSTERPRO/
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2 アップデートの適用が可能なバージョン 
2.1 CLUSTERPROサーバ 
2.1.1 すでに運用中の場合（SE IA32版） 

以下の手順で全サーバのCLUSTERPROのバージョンを確認します。x86_64版は 
2.1.2 を参照してください。 

 
(1) サーバにrootでloginします。 

 
(2) rpmコマンドを実行します。 

 
rpm -qi clusterpro <return> 

 
(3) rpmの実行結果が表示されます。VersionとReleaseを確認してください。 

 
(rpmコマンドの実行結果の例) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
このバージョンが以下の場合には本アップデートが必要です。下記以外のバージョン

のCLUSTERPROサーバには本アップデートを適用しないでください。 
* Version 3.0 

= Release 1 
= Release 2 
= Release 3 
= Release 4 

* Version 3.1 
= Release 1 
= Release 2 
= Release 3 
= Release 4 
= Release 5 
= Release 6 
= Release 7 
= Release 8 
= Release 9 
= Release 10 
= Release 11 
= Release 12 

 
本アップデート適用後には以下のバージョンになります。 

* Version 3.1 
= Release 13 

 

Name        : clusterpro                   Relocations: (not relocateable) 

Version     : 3.0                               Vendor: (none) 

Release     : 1                             Build Date: Mon Dec 8 21:30:06 2003 

Install date: Thu Feb  6 19:15:00 2004      Build Host: uxg34 

Group       : Applications/System           Source RPM: clusterpro-3.0-1.src.rpm 

Size        : 6963883                          License: commercial 

Summary     : CLUSTERPRO SE for Linux 

Description : 

CLUSTERPRO SE for Linux 



3 

2.1.2 すでに運用中の場合（SE x86_64版1） 
以下の手順で全サーバのCLUSTERPROのバージョンを確認します。 

 
(1) サーバにrootでloginします。 

 
(2) rpmコマンドを実行します。 

 
rpm -qi clusterpro <return> 

 
(3) rpmの実行結果が表示されます。VersionとReleaseを確認してください。 

 
(rpmコマンドの実行結果の例) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
このバージョンが以下の場合には本アップデートが必要です。下記以外のバージョン

のCLUSTERPROサーバには本アップデートを適用しないでください。 
* Version 3.0 

= Release 4 
* Version 3.1 

= Release 1 
= Release 2 
= Release 3 
= Release 4 
= Release 5 
= Release 6 
= Release 7 
= Release 8 
= Release 9 
= Release 10 
= Release 11 
= Release 12 

 
本アップデート適用後には以下のバージョンになります。 

* Version 3.1 
= Release 13 

 

                                                      
1 本手順書では、x86_64 と表記していますが、アーキテクチャ(x86_64、EM64T)は動作環境編で確
認してください。 

 

Name        : clusterpro                   Relocations: (not relocateable) 

Version     : 3.0                               Vendor: (none) 

Release     : 4                             Build Date: Fri Sep 17 10:01:44 2004 

Install date: Fri Sep 17 19:15:00 2004      Build Host: clg190 

Group       : Applications/System           Source RPM: clusterpro-3.0-4.src.rpm 

Size        : 6000493                          License: commercial 

Summary     : CLUSTERPRO SE(x86_64) for Linux 

Description : 

CLUSTERPRO SE(x86_64) for Linux 
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2.1.3 すでに運用中の場合（SX版） 
以下の手順で全サーバのCLUSTERPROのバージョンを確認します。 

 
(1) サーバにrootでloginします。 

 
(2) rpmコマンドを実行します。 

 
rpm -qi clusterpro <return> 

 
(3) rpmの実行結果が表示されます。VersionとReleaseを確認してください。 

 
(rpmコマンドの実行結果の例) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
このバージョンが以下の場合には本アップデートが必要です。下記以外のバージョン

のCLUSTERPROサーバには本アップデートを適用しないでください。 
* Version 3.1 

= Release 2 
= Release 3 
= Release 4 
= Release 5 
= Release 6 
= Release 8 
= Release 9 

 
本アップデート適用後には以下のバージョンになります。 

* Version 3.1 
= Release 10 

 
 

Name        : clusterpro                   Relocations: (not relocateable) 

Version     : 3.1                               Vendor: (none) 

Release     : 4                             Build Date: Fri Apr 08 13:28:11 2005 

Install date: Fri Apr 08 14:15:00 2005      Build Host: clg190 

Group       : Applications/System           Source RPM: clusterpro-3.1-4.src.rpm 

Size        : 10759905                          License: commercial 

Summary     : CLUSTERPRO SX for Linux 

Description : 

CLUSTERPRO SX for Linux 
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2.1.4 新規にインストールをする場合（SE IA32版） 
ダウンロードしたrpmファイルを使用してインストールしてください。x86_64版は 

2.1.5 を参照してください。 
 
本アップデートのrpm 

+ clusterpro-3.1-13.i386.rpm 
 
本アップデートをダウンロードした場合は、以下のrpmはインストールしないでくださ

い。 
+ clusterpro-3.0-1.i386.rpm 
+ clusterpro-3.0-2.i386.rpm 
+ clusterpro-3.0-3.i386.rpm 
+ clusterpro-3.0-4.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-1.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-2.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-3.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-4.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-5.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-6.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-7.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-8.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-9.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-10.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-11.i386.rpm 
+ clusterpro-3.1-12.i386.rpm 

 
 

2.1.5 新規にインストールをする場合（SE x86_64版） 
ダウンロードしたrpmファイルを使用してインストールしてください。 
 
本アップデートのrpm 

+ clusterpro-3.1-13.x86_64.rpm 
 
本アップデートをダウンロードした場合は、以下のrpmはインストールしないでくださ

い。 
+ clusterpro-3.0-4.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-1.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-2.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-3.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-4.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-5.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-6.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-7.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-8.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-9.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-10.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-11.x86_64.rpm 
+ clusterpro-3.1-12.x86_64.rpm 
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2.1.6 新規にインストールをする場合（SX版） 

ダウンロードしたrpmファイルを使用してインストールしてください。 
 
本アップデートのrpm 

+ clusterpro-sx3.1-10.ia64.rpm 
 
本アップデートをダウンロードした場合は、以下のrpmはインストールしないでくださ

い。 
+ clusterpro-sx3.1-2.ia64.rpm 
+ clusterpro-sx3.1-3.ia64.rpm 
+ clusterpro-sx3.1-4.ia64.rpm 
+ clusterpro-sx3.1-5.ia64.rpm 
+ clusterpro-sx3.1-6.ia64.rpm 
+ clusterpro-sx3.1-8.ia64.rpm 
+ clusterpro-sx3.1-9.ia64.rpm 
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2.2 CLUSTERPROトレッキングツール 
 
 
 
 
 
 
 

2.2.1 すでにインストール済みの場合 
以下の手順でCLUSTERPROトレッキングツールのバージョンを確認します。 

 
(1) トレッキングツールを起動します。 

 
(2) メニューの[ヘルプ]-[バージョン情報]を選択します。 

 
(3) バージョン情報が表示されます。Trekking Tool Versionを確認してください。 

 
このバージョンが以下の場合には本アップデートが必要です。下記以外のバージョン

のCLUSTERPROトレッキングツールには本アップデートを適用しないでください。 
* Version 3.0-1 
* Version 3.0-2 
* Version 3.0-3 
* Version 3.0-4 
* Version 3.1-1 
* Version 3.1-2 
* Version 3.1-3 
* Version 3.1-4 
* Version 3.1-6 

 
本アップデート適用後には以下のバージョンになります。 

* Version 3.1-9 
 
 

CLUSTERPROサーバとCLUSTERPROトレッキングツールのバージョ
ンの組み合わせによっては、動作しない場合があります。 
動作環境編の 第24版以降を参照してください。 
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2.2.2 新規にインストールをする場合 
(1) Linuxの場合 
ダウンロードしたrpmファイルを使用してインストールしてください。 
 
本アップデートのrpm 

+ clusterprotrek-3.1-9.i386.rpm 
 
本アップデートをダウンロードした場合は、以下のrpmはインストールしないでくださ

い。 
+ clusterprotrek-3.0-1.i386.rpm 
+ clusterprotrek-3.0-2.i386.rpm 
+ clusterprotrek-3.0-3.i386.rpm 
+ clusterprotrek-3.0-4.i386.rpm 
+ clusterprotrek-3.1-1.i386.rpm 
+ clusterprotrek-3.1-2.i386.rpm 
+ clusterprotrek-3.1-3.i386.rpm 
+ clusterprotrek-3.1-4.i386.rpm 
+ clusterprotrek-3.1-6.i386.rpm 

 
(2) Windowsの場合 
ダウンロードした自己解凍exeファイルを使用してインストールしてください。 
 
本アップデートの自己解凍exe 

+ clusterprotrek-3.1-9.i386.EXE 
 
本アップデートをダウンロードした場合は、以下の自己解凍exeは使用しないでくださ

い。 
+ clusterprotrek-3.0-1.i386.EXE 
+ clusterprotrek-3.0-2.i386.EXE 
+ clusterprotrek-3.0-3.i386.EXE 
+ clusterprotrek-3.0-4.i386.EXE 
+ clusterprotrek-3.1-1.i386.EXE 
+ clusterprotrek-3.1-2.i386.EXE 
+ clusterprotrek-3.1-3.i386.EXE 
+ clusterprotrek-3.1-4.i386.EXE 
+ clusterprotrek-3.1-6.i386.EXE 
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3 アップデート手順 
3.1 CLUSTERPROサーバ 

現在の使用状態によってアップデートの手順が異なりますので、それぞれの手順をよ

く読んで実行してください。 
 

CLUSTERPROのインストール時に引き続きアップデートを適用する場合 
→本書 3.1.1 と 3.1.5 を参照してください 

 
すでに運用中のCLUSTERPROにアップデートを適用する場合 
→本書 3.1.2 と 3.1.5 を参照してください 

 
すでに運用中のCLUSTERPROにローリングアップデートを適用する場合 
→本書 3.1.3 と 3.1.5 を参照してください 

 
すでに運用中のCLUSTERPROに無停止アップデートを適用する場合 
→本書 3.1.4 と 3.1.5 を参照してください 
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3.1.1 CLUSTERPROを新規インストールする場合 
 

 
以下(1)～(3)の手順をすべてのサーバで行います。 

 
(1) ダウンロードして解凍処理を行ったrpmファイル(本アップデート)を置い

たディレクトリに移動します。 
 
     cd <rpmファイルを置いたディレクトリ> 

 
(2) SE IA32版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってくだ

さい。 
 
     rpm -i clusterpro-3.1-13.i386.rpm 
 
 
SE x86_64版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってく
ださい。 
 
     rpm -i clusterpro-3.1-13.x86_64.rpm 
 
 
SX版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってください。 
 
     rpm -i clusterpro-sx3.1-10.ia64.rpm 

 
 

(3) 「システム構築ガイド クラスタ生成編(共有ディスク) CLUSTERPRO
サーバのインストール」の「インストール後の設定」以降の手順を継続し

てください。 
 

  

kernelのアップデートを行う場合には、CLUSTERPROのインストール
前にkernelのアップデートを実施してOS(kernel)が正常に起動すること
を確認しておいてください。 
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3.1.2 すでに運用中のCLUSTERPROに 
アップデートを適用する場合 

 

 
アップデートを適用するには以下の手順を実行します。 

 
以下手順(2), (9) 以外をすべてのサーバで行います。 

 
(1) 以下のコマンドを実行してサービスの起動設定を変更します。 

 
  chkconfig --del clusterpro_alertsync 
  chkconfig --del clusterpro_webmgr 
  chkconfig --del clusterpro 
  chkconfig --del clusterpro_trn 
  chkconfig --del clusterpro_evt 
 
次回のOS起動時にCLUSTERPROが起動しないように設定されます。 

 
上記(1)の手順をすべてのサーバで実行したことを確認してください。確認後、以下の

手順に進んでください。 
 

(2) CLUSTERPROマネージャからクラスタのシャットダウンを実行します。 
CLUSTERPROマネージャを使用していない場合には、何れか1台のサーバ
からclpstdnコマンドを実行してクラスタのシャットダウンを実行します。 

 
(3) kernelのアップデートを行う場合には、このタイミングでkernelのアップ

デートを実施してください。 
 

(4) kernelのアップデートを行った場合には、サーバをshutdownコマンドや
rebootコマンドで再起動して、rootでloginします。 

 
(5) ダウンロードして解凍処理を行ったrpmファイル(本アップデート)を置い

たディレクトリに移動します。 
 
     cd <rpmファイルを置いたディレクトリ> 

 
(6) SE IA32版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってくだ

さい。 
 
     rpm -U clusterpro-3.1-13.i386.rpm 
 
 
SE x86_64版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってく
ださい。 
 
     rpm -U clusterpro-3.1-13.x86_64.rpm 
 
 

kernelのアップデートを行う場合には、必ず下記の手順でkernelのアップ
デートを実施してください。 
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SX版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってください。 
 
     rpm -U clusterpro-sx3.1-10.ia64.rpm 

 
(7) 以下のコマンドを実行してサービスの起動設定を変更します。 

  UnitedLinux系の場合 (TLES8, SuSE8) 
    chkconfig --set clusterpro_evt on 
    chkconfig --set clusterpro_trn on 
    chkconfig --set clusterpro on 
    chkconfig --set clusterpro_webmgr on 
    chkconfig --set clusterpro_alertsync on 
 
  UnitedLinux系以外の場合 
    chkconfig --add clusterpro_evt 
    chkconfig --add clusterpro_trn 
    chkconfig --add clusterpro 
    chkconfig --add clusterpro_webmgr 
    chkconfig --add clusterpro_alertsync 
 
次回のOS起動時にCLUSTERPROが自動起動するように設定されます。 

 
 
(3)～(7)の手順をすべてのサーバで実行したことを確認してください。確認後、以下の

手順に進んでください。 
 

(8) サーバをshutdownコマンドやrebootコマンドで再起動します。 
 

(9) CLUSTERPROマネージャに接続しているブラウザを終了し、Javaの
キャッシュをクリアした後、ブラウザを再起動してください。 

 
以上でアップデートが終了しました。次回の起動時からCLUSTERPROが起動します。 
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3.1.3 すでに運用中のCLUSTERPROに 
ローリングアップデートを適用する場合 

 

 
ローリングアップデートを適用するには以下の手順を実行します。 
 

 

サーバ２のアップデート 
(kernelのアップデートを含む) 

サーバ１のアップデート 
(kernelのアップデートを含む) 

サーバ１へグループ移動 

サーバ２へ全グループ移動 

→本書 3.1.3.1を参照 

→本書 3.1.3.2を参照 

→本書 3.1.3.3を参照 

→本書 3.1.3.4を参照 
 

 
 

kernelのアップデートを行う場合には、必ず下記の手順でkernelのアップ
デートを実施してください。 
 
事前にグループの移動で異常が発生しないことを確認しておいてくだ

さい。 
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3.1.3.1 サーバ２のアップデート 

 
(1) サーバ２でグループが動作している場合は、CLUSTERPROマネージャか

らサーバ２で起動している全てのグループをサーバ１に移動します。 
CLUSTERPROマネージャを使用していない場合には、サーバ２でclpgrp
コマンドを実行してグループ移動します。 
 

(2) サーバ２で以下のコマンドを実行してサービスの起動設定を変更します。 
 
  chkconfig --del clusterpro_alertsync 
  chkconfig --del clusterpro_webmgr 
  chkconfig --del clusterpro 
  chkconfig --del clusterpro_trn 
  chkconfig --del clusterpro_evt 
 
次回のOS起動時にCLUSTERPROが起動しないように設定されます。 

 
上記(1)～(2)の手順をサーバ２で実行したことを確認してください。確認後、以下の手

順に進んでください。 
 

(3) CLUSTERPROマネージャからサーバ２のシャットダウンを実行します。 
CLUSTERPROマネージャを使用していない場合には、サーバ２でclpdown
コマンドを実行してサーバのシャットダウンを実行します。 

 
(4) サーバ２を再起動してrootでloginします。 

 
(5) kernelのアップデートを行う場合には、このタイミングでkernelのアップ

デートを実施してください。 
 

(6) kernelのアップデートを行った場合には、サーバ２をshutdownコマンドや
rebootコマンドで再起動して、rootでloginします。 

 
(7) ダウンロードして解凍処理を行ったrpmファイル(本アップデート)を置い

たディレクトリに移動します。 
 
     cd <rpmファイルを置いたディレクトリ> 

 
(8) 以下のコマンドを実行してアップデートを行ってください。 

 
     rpm -U clusterpro-3.1-13.i386.rpm 
 
x86_64版の場合は以下のコマンドを実行してアップデートを行ってくださ
い。 
     rpm -U clusterpro-3.1-13.x86_64.rpm 
 
SX版の場合は以下のコマンドを実行してアップデートを行ってください。 
 
     rpm -U clusterpro-sx3.1-10.ia64.rpm 
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(9) 以下のコマンドを実行してサービスの起動設定を変更します。 

  UnitedLinux系の場合 (TLES8, SuSE8) 
    chkconfig --set clusterpro_evt on 
    chkconfig --set clusterpro_trn on 
    chkconfig --set clusterpro on 
    chkconfig --set clusterpro_webmgr on 
    chkconfig --set clusterpro_alertsync on 
 
  UnitedLinux系以外の場合 
    chkconfig --add clusterpro_evt 
    chkconfig --add clusterpro_trn 
    chkconfig --add clusterpro 
    chkconfig --add clusterpro_webmgr 
    chkconfig --add clusterpro_alertsync 
 
次回のOS起動時にCLUSTERPROが自動起動するように設定されます。 

 
(4)～(9)の手順をサーバ２で実行したことを確認してください。確認後、以下の手順に

進んでください。 
 

(10) サーバ２をshutdownコマンドやrebootコマンドで再起動します。 
 

(11) サーバ２を再起動してrootでloginします。 
 

以上でサーバ２のアップデートは完了です。続いてサーバ１のアップデートを行いま

す。 
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3.1.3.2 サーバ２へ全グループ移動 

 
(1) clpgrpコマンドを実行して、サーバ１で起動している全てのグループを

サーバ２に移動します。 
 

(2) CLUSTERPROマネージャに接続しているブラウザを終了し、Javaの
キャッシュをクリアした後、ブラウザを再起動してください。 

 
(3) サーバ１で起動している全てのグループがサーバ２に移動され、全てのグ

ループの各リソースが正常に動作していることを、CLUSTERPROマネー
ジャで確認します。 
CLUSTERPROマネージャを使用していない場合には、何れか1台のサーバ
でclpstatコマンドを実行して確認します。 
 

- グループ上のアプリケーションが正常に動作していることは、それぞれの
アプリケーションで確認してください。 

 
(1)～(3)の手順を実行したことを確認してください。確認後、以下の手順に進んでくだ

さい。 
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3.1.3.3 サーバ１のアップデート 

 
(1) サーバ１で以下のコマンドを実行してサービスの起動設定を変更します。 

 
  chkconfig --del clusterpro_alertsync 
  chkconfig --del clusterpro_webmgr 
  chkconfig --del clusterpro 
  chkconfig --del clusterpro_trn 
  chkconfig --del clusterpro_evt 
 
次回のOS起動時にCLUSTERPROが起動しないように設定されます。 

 
上記(1)の手順をサーバ１で実行したことを確認してください。確認後、以下の手順に

進んでください。 
 

(2) CLUSTERPROマネージャからサーバ１のシャットダウンを実行します。 
CLUSTERPROマネージャを使用していない場合には、サーバ１でclpdown
コマンドを実行してサーバのシャットダウンを実行します。 

 
(3) サーバ１を再起動してrootでloginします。 

 
(4) kernelのアップデートを行う場合には、このタイミングでkernelのアップ

デートを実施してください。 
 

(5) kernelのアップデートを行った場合には、サーバ１をshutdownコマンドや
rebootコマンドで再起動して、rootでloginします。 

 
(6) ダウンロードして解凍処理を行ったrpmファイル(本アップデート)を置い

たディレクトリに移動します。 
 
     cd <rpmファイルを置いたディレクトリ> 

 
(7) SE IA32版の場合は以下のコマンドを実行してアップデートを行ってくだ

さい。 
 
     rpm -U clusterpro-3.1-13.i386.rpm 
 
SE x86_64版の場合は以下のコマンドを実行してアップデートを行ってく
ださい。 
 
     rpm -U clusterpro-3.1-13.x86_64.rpm 
 
SX版の場合は以下のコマンドを実行してアップデートを行ってください。 
 
     rpm -U clusterpro-sx3.1-10.ia64.rpm 
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(8) 以下のコマンドを実行してサービスの起動設定を変更します。 

  UnitedLinux系の場合 (TLES8, SuSE8) 
    chkconfig --set clusterpro_evt on 
    chkconfig --set clusterpro_trn on 
    chkconfig --set clusterpro on 
    chkconfig --set clusterpro_webmgr on 
    chkconfig --set clusterpro_alertsync on 
 
  UnitedLinux系以外の場合 
    chkconfig --add clusterpro_evt 
    chkconfig --add clusterpro_trn 
    chkconfig --add clusterpro 
    chkconfig --add clusterpro_webmgr 
    chkconfig --add clusterpro_alertsync 
 
次回のOS起動時にCLUSTERPROが自動起動するように設定されます。 

 
(3)～(8)の手順をサーバ１で実行したことを確認してください。確認後、以下の手順に

進んでください。 
 

(9) サーバ１をshutdownコマンドやrebootコマンドで再起動します。 
 

(10) サーバ１を再起動してrootでloginします。 
 
以上でサーバ１のアップデートは完了です。 
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3.1.3.4 サーバ１へグループを移動 

手順(1), (2) は、サーバ１へグループを移動しない場合、実行する必要はありません。 
 

(1) CLUSTERPROマネージャからサーバ２で起動しているグループのうち
サーバ１で起動したいグループをサーバ１に移動します。 
CLUSTERPROマネージャを使用していない場合には、サーバ２でclpgrp
コマンドを実行してグループ移動します。 

 
(2) サーバ１へ移動されたグループの各リソースが正常に動作していることを、

CLUSTERPROマネージャで確認します。 
CLUSTERPROマネージャを使用していない場合には、何れか1台のサーバ
でclpstatコマンドを実行して確認します。 
 

- グループ上のアプリケーションが正常に動作していることは、それぞれの
アプリケーションで確認してください。 

 
以上でアップデートが終了しました。 
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3.1.4 すでに運用中のCLUSTERPROに 
無停止アップデートを適用する場合 

無停止アップデートを適用する場合、本アップデート以外にCPRO-LX030-0503.tarが
必要なCLUSTERPROのバージョンがあります。あらかじめダウンロード後、解凍処理が
必要です。以下の表を参照して、運用中のCLUSTERPROのバージョンをよくご確認の上、
アップデートを適用して下さい。 

 

SE (IA32) SE (IA32) SE (x86_64) 
SX 

Update元(現在運用中)
のバージョン 

Version3.0 
  Release 1 
  Release 2 
  Release 3 
  Release 4 

Version3.1 
  Release 1～ 

Version3.0 
  Release 4 
 
Version3.1 
  Release 1～ 

CPRO-LX030-0503.tar 必要 不要 
必要な手順 (1)～(10) (1)～(3), (6)～(10) 

 
 
kernelの更新はアップデートの作業が終了してから実施してください。 
無停止アップデートを適用するには以下の手順を実行します。 

 
以下手順(1), (2), (9), (10) 以外をアップデートを適用するすべてのサーバで行います。 

 
(1) すべてのサーバが正常状態にあることを確認します。 

CLUSTERPROマネージャやclpstatコマンドを使用して確認します。 
 

(2) クラスタ内の1台のサーバ上で、clpclコマンドを使用してCLUSTERPRO
デーモンをサスペンドします。 
 
  clpcl --suspend 

 
(3) アップデートを適用するすべてのサーバでCLUSTERPROデーモン以外の

サービスを停止します。 
 
  /etc/init.d/clusterpro_alertsync stop 
  /etc/init.d/clusterpro_webmgr stop 
  /etc/init.d/clusterpro_trn stop 
  /etc/init.d/clusterpro_evt stop 

 
上記(3)の手順をアップデートするすべてのサーバで実行したことを確認してください。

確認後、以下の手順に進んでください。 
 
SE IA32版のバージョン3.1以降、SE x86_64版、SX版の場合、手順(4)～(5)は不要です。

手順(6)に進んでください。 
 

(4) CPRO-LX030-0503.tarをダウンロードして解凍処理を行ったディレクト
リに移動します。 
 
  cd <CPRO-LX030-0503.tarを解凍したディレクトリ> 
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(5) 以下のコマンドを実行します。 

 
  ./clppreupdate 

 
(6) ダウンロードして解凍処理を行ったrpmファイル(本アップデート)を置い

たディレクトリに移動します。 
 
  cd <rpmファイルを置いたディレクトリ> 

 
(7) SE IA32版の場合は以下のコマンドを実行してアップデートを行ってくだ

さい。 
 
     rpm -U clusterpro-3.1-13.i386.rpm 
 
 
SE x86_64版の場合は以下のコマンドを実行してアップデートを行ってく
ださい。 
 
     rpm -U clusterpro-3.1-13.x86_64.rpm 
 
 
SX版の場合は以下のコマンドを実行してアップデートを行ってください。 
 
     rpm -U clusterpro-sx3.1-10.ia64.rpm 

 
(8) 以下のコマンドを実行してCLUSTERPROデーモン以外のサービスを起動

します。 
 
  /etc/init.d/clusterpro_evt start 
  /etc/init.d/clusterpro_trn start 
  /etc/init.d/clusterpro_webmgr start 
  /etc/init.d/clusterpro_alertsync start 

 
(4)～(8)の手順をアップデートを適用するすべてのサーバで実行したことを確認して

ください。 
SE IA32版のバージョン3.1以降、SE x86_64版、SX版の場合は、(6)～(8)の手順をアッ

プデートを適用するすべてのサーバで実行したことを確認してください。 
確認後、以下の手順に進んでください。 

 
(9) クラスタ内の1台のサーバ上で、clpclコマンドを実行してCLUSTERPRO

デーモンをリジュームします。 
 
  clpcl --resume 

 
(10) CLUSTERPROマネージャに接続しているブラウザを終了し、Javaの

キャッシュをクリアした後、ブラウザを再起動してください。 
 

以上でアップデートが終了しました。 
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3.1.5 アップデートの確認 
2.1 CLUSTERPROのバージョン確認の手順で確認してください。 
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3.2 CLUSTERPROトレッキングツール 
現在の使用状態によってアップデートの手順が異なりますので、それぞれの手順をよ

く読んで実行してください。 
但しLinuxへのインストール手順の際のrpmファイルはダウンロードしたrpmファイ

ルに読み替えて下さい。また、Windowsへのインストール手順の際のexeファイルはダウ
ンロードしたexeファイルに読み替えて下さい 

 
CLUSTERPROトレッキングツール を新規インストールする場合 
→本書 3.2.1 と 3.2.3 を参照してください 

 
すでにインストール済みのCLUSTERPROトレッキングツールにアップデートを 
適用する場合 
→本書 3.2.2 と 3.2.3 を参照してください 

 
 

3.2.1 CLUSTERPROトレッキングツールを 
新規インストールする場合 

トレッキングツールをインストールしてください。 
インストールの手順は「クラスタ生成編 トレッキングツールのセットアップ」を参照

してください。 
 
 

3.2.2 すでにインストール済みの 
CLUSTERPROトレッキングツールに 
アップデートを適用する場合 

トレッキングツールを再インストールしてください。 
再インストールの手順は「メンテナンス編 トレッキングツールの再インストール」を

参照してください。 
 
 

3.2.3 アップデートの確認 
2.2.1 CLUSTERPROトレッキングツールのバージョン確認の手順で、下記のバージョ

ンになっていることを確認してください。 
 
* Version 3.1-9 
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4 機能追加 
4.1 CLUSTERPROサーバ 

今回のアップデートの機能追加は ｜ の項目です。 
SX 版は前回のアップデート CPRO-LX030-14 、CPRO-LX030-15 と同じものです。 
 

(1) 下記のオプション製品に対応しました。 
 データベース監視オプション R2.0 
 インターネットサーバ監視オプション R2.0 
 ファイルサーバ監視オプション R2.0 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-2～ 

 
(2) サスペンド、リジュームコマンド実行時のサーバ状態のチェック機能を追

加しました。 
メンテナンス編は 第3版以降を参照してください。 
コマンド編は 第3版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-2～ 

 
(3) Webマネージャを日本語対応しました。 

Webマネージャ編は 第2版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-3～ 

 
(4) 両系活性の状態からインタコネクトが復帰した場合に、両系活性を検出し

たサーバがシャットダウンする機能を追加しました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-3～ 

 
(5) トレッキングツールでWebマネージャ用グループの作成を簡略化しました。

Webマネージャ用グループのフェイルオーバポリシは全サーバが自動的に
設定されます。 
トレッキングツール編は 第3版以降を参照してください。 
クラスタ生成編(共有ディスク)は 第3版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-3～ 

 
(6) VxVMに対応しました。 

詳細はリソース詳細編 第1版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-4～ 

 
(7) 共有ディスク上のパーティションのrawアクセスをリソース化しました。 

詳細はリソース詳細編 第1版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-4～ 

 
(8) bondingによるpublic-LANの二重化に対応しました。 

詳細はリソース詳細編 第1版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-4～ 

 
(9) ディスクの監視方法にrawアクセス方式を追加しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-4～ 

 
(10) ディスクリソースで、fsck の実行条件を変更し、ファイルシステム reiserfs, 

jfs に対応しました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-4～ 
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(11) 1グループにおける最大グループリソース数を 16 個から 128 個に拡張し

ました。 
詳細はトレッキングツール編 第7版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.0-4～ 

 
(12) NASリソースに対応しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降、トレッキングツール編 第8版以降を参
照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(13) NIC Link Up/Downの監視（MIIWモニタ）に対応しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降、トレッキングツール編 第8版以降を参
照してください。  
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(14) syslog、アラート出力コマンドを追加しました。 

詳細はコマンド編 第9版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(15) 監視の一時停止、再開コマンドを追加しました。 

詳細はコマンド編 第9版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(16) ハートビートリソース、監視リソースの遅延警告を追加しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(17) 監視リソースの監視タイミングの選択を追加しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(18) 監視リソースの監視開始までの待ち時間を設定可能にしました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(19) WebマネージャのIPアドレスによる接続制限機能に「参照のみ」と「操作

可能」の設定を可能にしました。 
詳細はWebマネージャ編 第6版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(20) EM64Tのディストリビューション,kernelに対応しました。 

詳細は動作環境編 第9版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-1～ 

 
(21) kernel2.6系のディストリビューションに対応しました。 

詳細は動作環境編 第13版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-2～ 
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(22) ユーザ空間監視リソースを強化しました。 

詳細はリソース詳細編 第5版以降、トレッキングツール編 第10版以降を参
照してください。  
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-3～ 

 
(23) クラスタ内の特定のサーバ間でのみディスクハートビートを追加設定する

ことを可能にしました。 
詳細はWebマネージャ編 第8版以降、トレッキングツール編 第10版以降を
参照してください。  
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-3～ 

 
(24) ログ収集コマンドで収集する情報を追加しました。 

詳細はコマンド編 第11版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-3～ 

 
(25) 緊急シャットダウン時に情報を採取する機能を追加しました。 

詳細はコマンド編 第11版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-3～ 

 
(26) 異常時のシャットダウン、リブートの回数を制限する機能を追加しました。 

詳細はトレッキングツール編 第10版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-3～ 

 
(27) 下記のオプション製品に対応しました。監視オプション R3.0シリーズは 

2005年度 第1四半期にリリース予定です。 
 データベース監視オプション R3.0 
 インターネットサーバ監視オプション R3.0 
 ファイルサーバ監視オプション R3.0 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-3～ 

 
(28) Webマネージャとブラウザのキャッシュ内のJavaプログラムのバージョン

が不一致の場合に警告のダイアログを表示するようにしました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-3～ 

 
(29) ディスクモニタリソースの監視方法「TUR」にSG_IO ioctlによる

TestUnitReadyを追加しました。 
監視方法がTURに設定されている場合、SG_IOを使用して監視を行います。
SG_IOが使用できない場合、従来のTestUnitReady ioctlを使用して監視を
行います。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-5～ 

 
(30) 動作確認済みディストリビューション、kernelを追加しました。 

新規に対応したディストリビューションやkernelについては、動作環境編 
第16版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-5～ 

 
(31) Red Hat Enterprise Linux AS/ES3 Update5,  AS/ES 4 Update1の 

chkconfigコマンドの仕様が原因でCLUSTERPROのinitスクリプトが正し
く登録できない件の回避を行いました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-5～ 
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(32) 対象ディストリビューション、対象kernelを拡充しました。 

新規に対応したkernelについては、動作環境編 第17版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(33) サーバダウン通知機能を追加しました。サーバシャットダウン時に他の

サーバに通知することによりフェイルオーバ開始までの時間を短縮するこ

とが可能です。 
従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合には本機能は動作しません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(34) カーネルモードLANハートビートリソースを追加しました。ドライバによ

るHB送受信により、負荷に強くサーバダウンを誤認する可能性が低くなり
ます。 
従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合には本機能は動作しません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降、動作環境編 第17版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(35) グループプロパティにフェイルオーバ属性を設定することが可能になりま

した。手動に設定した場合はサーバダウンを検出してもフェイルオーバを

実施しません。 
従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合にはフェイルオーバ属性は変更ありません。 
詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(36) FIPリソースでFIPアドレスをサーバごとに設定することが可能になりま

した。 
従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合には本機能は動作しません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(37) FIPリソースの活性時に 重複したIPアドレスを発見しても強制的にFIPを

活性することが選択可能になりました。また、重複確認の実行に リトライ
回数、実行間隔が設定可能になりました。 
従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合には重複時に強制活性しません。また重複確認のリトライも実行しませ

ん。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 



28 

 
(38) ディスクリソースのfsckの実行条件の選択が可能となりました。 

従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合でも、デフォルト値を変更したため、マウント回数が指定回数(デフォル
ト値10回)に達した場合、マウント実行前にfsckを実行します。マウント失
敗時の挙動は変更ありません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(39) ディスクリソースのmount時にタイムアウトが発生した場合のmount状態

を誤認する現象のリカバリ処理を追加しました。mount時のタイムアウト
が すべて救済できる改善ではありませんのでmountタイムアウト発生時
には マウントタイムアウトの調整を推奨します。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(40) VxVMのインポート時にタイムアウトが発生した場合のインポート状態を

誤認する現象のリカバリ処理を追加しました。インポート時のタイムアウ

トが すべて救済できる改善ではありませんのでインポートタイムアウト
発生時には インポートタイムアウトの調整を推奨します。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ (SEのみ) 

 
(41) VxVMのディスクグループのインポート、デポート、フラッシュ、ボリュー

ムの起動、停止のタイムアウト値を変更可能としました。従来バージョン

からのアップデート時に設定を変更しない場合でも デフォルト値を変更
したため各タイムアウト値が30秒から60秒に変わります。 
詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ (SEのみ) 

 
(42) モニタリソースを起動するサーバを選択することが可能になりました。従

来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場合

には本機能は動作しません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(43) 各モニタ監視リソースに優先度(nice値)の設定が可能になりました。 

従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合には各モニタリソースの優先度(nice値)は変わりません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(44) ディスクモニタの監視方法に TUR(legacy), TUR(generic)を追加しました。

従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合には監視方法は変わりません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 
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(45) 複数のモニタリソースを監視するモニタリソースを追加しました。 

従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合には本機能は動作しません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(46) ユーザ空間モニタリソースに keepalive方式を追加しました。リセット発

生時には カーネルモードLANハートビートモジュールを使用して他サー
バにリセットのログを残すことが可能になります。 
従来バージョンからのアップデート時にクラスタ構成情報を変更しない場

合には本機能は動作しません。 
詳細はリソース詳細編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(47) 再起動回数制御コマンドを追加しました。現在の再起動回数の表示と再起

動回数のリセットを実行することが可能です。 
詳細はコマンド編 第14版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(48) ログ収集時に CLUSTERPROのcoreダンプファイルがある場合には収集

後、待避、圧縮します。次回のログ収集時には圧縮したファイルを採取し

ます。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(49) Webマネージャのアクセス、操作にパスワードによる制限機能を追加しま

した。 
従来バージョンからのアップデート時に 本機能を設定しない場合には本
機能は動作しません。 
詳細はWebマネージャ編 第10版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(50) Webマネージャのアラートビューに表示される時刻の精度を向上しました。

従来バージョンからのアップデート時には既に蓄積されているアラートロ

グの精度は向上しません。 
詳細はWebマネージャ編 第10版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(51) Webマネージャからのログ収集時に進捗状況の確認、対象サーバの選択、

採取パターンの選択が可能になりました。 
詳細はWebマネージャ編 第10版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(52) Webマネージャとアラート同期機能を使用する/しない の設定がトレッキ

ングツールで設定可能になりました。 
従来バージョンからのアップデート時に 本機能を設定しない場合には
Webマネージャとアラート同期機能はそのまま動作します。 
詳細はWebマネージャ編 第10版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 
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(53) Sun Microsystems Java(TM) Runtime Environment Version 5.0 

にWebマネージャが対応しました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-6～ 

 
(54) 対象ディストリビューション、対象kernelを拡充しました。 

新規に対応したkernelについては、動作環境編 第18版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-7～ 

 
(55) 下記のオプション製品に対応しました。 

  アプリケーション監視オプション R3.0 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-7～ 

 
(56) clpclコマンドでCLUSTERPRO本体を停止またはサスペンドする場合、

CLUSTERPROデーモンの終了の待ち合わせ処理を追加しました。 
詳細はコマンド編 第15版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(57) クラスタ操作、サーバ操作、グループ操作、モニタ異常による回復動作な

どの重要な操作に対してアラート、syslogへの出力を追加しました。従来
バージョンからのアップデート時に設定を変更しない場合でも デフォル
トで有効になります。 
詳細はメンテナンス編 第16版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(58) ディスクリソース、VxVMボリュームリソース、NASリソースのマウント

ポイントにシンボリックリンクを含む場合に対応しました。 
詳細はリソース詳細編 第9版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(59) ディスクリソース、VxVMボリュームリソース、NASリソースの

mount/umountを排他的に動作するようにしました。従来バージョンから
のアップデート時に設定を変更しない場合でも デフォルトで有効になり
ます。 
詳細はリソース詳細編 第9版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(60) ディスクリソース、VxVMボリュームリソース、NASリソースの

/proc/mountsに同一のマウントポイントが複数ある場合に非活性処理が正
常に動作するように改善しました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 
(VxVMボリュームリソースはSEのみ) 

 
(61) フローティングIPリソースの ifconfigコマンドの実行に対して、タイマを

追加しました。従来バージョンからのアップデート時に設定を変更しない

場合でも デフォルトで有効になります。 
詳細はリソース詳細編 第9版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 
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(62) フローティングIPリソースの非活性を待ち合わせる機能を追加しました。

従来バージョンからのアップデート時に設定を変更しない場合でも デ
フォルトで有効になります。 
詳細はリソース詳細編 第9版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(63) RAWモニタリソースが監視対象rawデバイスのopenのリトライ処理を追

加しました。従来バージョンからのアップデート時に設定を変更しない場

合でも デフォルトで有効になります。 
詳細はリソース詳細編 第9版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(64) ユーザ空間モニタリソースに遅延警告のアラート、syslogを出力する機能を

追加しました。従来バージョンからのアップデート時に設定を変更しない

場合でも デフォルトで有効になります。 
詳細はメンテナンス編 第16版以降、リソース詳細編 第9版以降を参照して
ください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(65) CLUSTERPROが動作しているサーバがNFSクライアントとなっている環

境でNFSサーバがダウンしているときに、pidofコマンドやpsコマンドがス
トールする場合の回避を行いました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(66) CLUSTERPROサーバの停止の待ち合わせ時間を10秒から30秒に延長しま

した。従来バージョンからのアップデート時に設定を変更しない場合でも 
デフォルトで有効になります。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(67) ユーザ空間モニタリソースのオプション”ダミーファイルのオープン/ク

ローズ”で使用するファイルが破損している場合にファイルを一旦削除し
て再作成するようにしました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(68) OSに多数のIPアドレスが設定されているときに、フローティングIPアドレ

スの活性、非活性処理に時間がかかることがある現象を改善しました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(69) 対象ディストリビューション、対象kernelを拡充しました。 

新規に対応したkernelについては、動作環境編 第19版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-8～ 

 
(70) フローティングIPリソースに非活性確認待ちの処理で出力するアラートロ

グをわかりやすくしました。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-9～ 

 
(71) メール通報の通報先に複数アドレスを設定できるようにしました。 

この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-9～ 
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(72) サーバ側Webマネージャプロセスの内部ログの内容を改善しました。 

この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-9～ 
 

(73) execリソースをOSのシグナルにマスクされないように改善しました。 
詳細はリソース詳細編 第10版以降を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-9～ 

 
(74) kernel2.6系のOSでsoftdogドライバのタイムアウトの上限値が65535秒に

変更されたため、ユーザ空間監視の監視方法”softdog”の場合の監視タイム
アウトの上限値を65535秒に変更しました。 
clptoratioコマンドを使用してタイムアウト倍率を変更する場合に この上
限値が適用されます。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-9～ 

 
(75) 対象ディストリビューション、対象kernelを拡充しました。 

新規に対応したkernelについては、動作環境編 第20版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-9～ 

 
(76) 対象ディストリビューション、対象kernelを拡充しました。 

新規に対応したkernelについては、動作環境編 第21版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-10～ 

 
(77) 対象ディストリビューション、対象kernelを拡充しました。 

新規に対応したkernelについては、動作環境編 第23版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-12～ 

 
(78) 対象ディストリビューション、対象kernelを拡充しました。 

新規に対応したkernelについては、動作環境編 第24版を参照してください。 
この強化をサポートするRPMバージョン: 3.1-13～ 
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4.2 CLUSTERPROトレッキングツール 
今回のアップデートの機能追加はありません。今回のアップデートで提供するモ

ジュールは前回のアップデート CPRO-LX030-13、CPRO-LX030-14、CPRO-LX030-15 
と同じものです。 

 
(1) トレッキングツールでCLUSTERPRO SE Version 3.0-3に対応しました。 

トレッキングツール編 第3版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.0-2～ 

 
(2) トレッキングツールでWebマネージャ用グループの作成を簡略化しました。

Webマネージャ用グループのフェイルオーバポリシは全サーバが自動的に
設定されます。 
トレッキングツール編は 第3版以降を参照してください。 
クラスタ生成編(共有ディスク)は 第3版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.0-2～ 

 
(3) VxVMに対応しました。 

詳細はリソース詳細編 第1版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.0-4～ 

 
(4) 共有ディスク上のパーティションのrawアクセスをリソース化しました。 

詳細はリソース詳細編 第1版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.0-4～ 

 
(5) bondingによるpublic-LANの二重化に対応しました。 

詳細はリソース詳細編 第1版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.0-4～ 

 
(6) ディスクの監視方法にrawアクセス方式を追加しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.0-4～ 

 
(7) 1グループにおける最大グループリソース数を 16 個から 128 個に拡張し

ました。 
詳細はトレッキングツール編 第7版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.0-4～ 

 
(8) トレッキングツールでCLUSTERPRO SE Version 3.1-1に対応しました。 

トレッキングツール編 第8版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～ 

 
(9) NASリソースに対応しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降、トレッキングツール編 第8版以降を参
照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～ 

 
(10) NIC Link Up/Downの監視（MIIWモニタ）に対応しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降、トレッキングツール編 第8版以降を参
照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～ 
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(11) ハートビートリソース、監視リソースの遅延警告を追加しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降、トレッキングツール編 第8版以降を参
照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～ 

 
(12) 監視リソースの監視タイミングの選択を追加しました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降、トレッキングツール編 第8版以降を参
照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～ 

 
(13) 監視リソースの監視開始までの待ち時間を設定可能にしました。 

詳細はリソース詳細編 第2版以降、トレッキングツール編 第8版以降を参
照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～ 

 
(14) WebマネージャのIPアドレスによる接続制限機能に「参照のみ」と「操作

可能」の設定を可能にしました。 
詳細はWebマネージャ編 第6版以降、トレッキングツール編 第8版以降を
参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～ 

 
(15) クラスタ内の特定のサーバ間でのみディスクハートビートを追加設定する

ことを可能にしました。 
詳細はトレッキングツール編 第10版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～  

 
(16) 異常時のシャットダウン、リブートの回数を制限する機能を追加しました。 

詳細はトレッキングツール編 第10版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-1～ 

 
(17) ユーザ空間監視リソースを強化しました。 

詳細はトレッキングツール編 第10版以降を参照してください。  
この強化をサポートするバージョン: 3.1-3 

 
(18) サーバダウン通知機能を追加しました。 

詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(19) カーネルモードLANハートビートリソースを追加しました。 

詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(20) グループプロパティにフェイルオーバ属性を設定することが可能になりま

した。 
詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 
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(21) FIPリソースでFIPアドレスをサーバごとに設定することが可能になりま

した。 
詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(22) FIPリソースの活性時に 重複したIPアドレスを発見しても強制的にFIPを

活性することが選択可能になりました。また、重複確認の実行に リトライ
回数、実行間隔が設定可能になりました。 
詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(23) ディスクリソースのfsckの実行条件の選択が可能となりました。 

詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(24) VxVMのディスクグループのインポート、デポート、フラッシュ、ボリュー

ムの起動、停止のタイムアウト値を変更可能としました。 
詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(25) モニタリソースを起動するサーバを選択することがが可能になりました。 

詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(26) 各モニタ監視リソースに優先度(nice値)の設定が可能になりました。 

詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(27) ディスクモニタの監視方法に TUR(legacy), TUR(generic)を追加しました。 

詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(28) 複数のモニタリソースを監視するモニタリソースを追加しました。 

詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(29) ユーザ空間モニタリソースに keepalive方式を追加しました。 

詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(30) Webマネージャのアクセス、操作にパスワードによる制限機能を追加しま

した。 
詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(31) Webマネージャとアラート同期機能を使用する/しない の設定がトレッキ

ングツールで設定可能になりました。 
詳細はトレッキングツール編 第12版以降を参照してください。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 
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(32) Sun Microsystems Java(TM) Runtime Environment Version 5.0 

に対応しました。 
この強化をサポートするバージョン: 3.1-6～ 

 
(33) メール通報先に複数のメールアドレスを設定可能としました。 

この強化をサポートするバージョン: 3.1-9～ 
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5 修正情報 
5.1 CLUSTERPROサーバ 

今回のアップデートの修正情報はありません。 
 

(1) CLUSTERPROの状態表示コマンドが異常終了することがある。 
原因: 内部ハンドルの初期化処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-1 

 
(2) CLUSTERPROの一部のプロセスが異常終了することがある。 

原因: CLUSTERPROのライブラリ内でメモリに不正アクセスする 
      ことがあったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-1 

 
(3) 共有ディスク高負荷時にディスクハートビートリソースが正常状態にもか

かわらず異常を通知することがある。 
原因: 内部処理の排他が不十分だったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-1 

 
(4) Webマネージャでクラスタの情報更新ができなくなることがある。 

原因: Webマネージャのライブラリ初期化/終了処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-1 

 
(5) クラスタ操作コマンド(clpcl)でサーバ名指定オプション -h を用いた場合、

指定サーバのCLUSTERPROデーモンを起動することが出来ない。(rpm
バージョン3.0-2のみ) 
原因: clpclコマンドのサーバ名チェックの処理に誤りがあったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-2 

 
(6) execリソースで終了スクリプトを非同期に設定し、かつlog出力先を設定し

ている場合、execリソースの非活性に失敗する。 
原因: execリソースの非活性時の処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-2 

 
(7) Webマネージャで表示されるモニタリソース全体の状態で、警告状態が正

常状態と誤って表示される。 
原因: CLUSTERPROの状態を取得するモジュールの内部処理に誤りが 
     あったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-2 

 
(8) タイミングによりpid監視が依存するexecリソースを非活性してもpid監視

が停止しないことがある。 
原因: リソース管理及びリソースモニタの内部連携処理に問題があった 
      ため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-3 

 
(9) ごくまれに、属性が「完全排他」のグループが、同一サーバで複数起動す

る場合がある。 
原因: グループの起動サーバ決定時の排他処理に誤りがあったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-4 
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(10) 監視タイミングが「常時」の監視リソースが異常を検出した場合に、ステー

タスが「活性中」のグループに対して回復動作を行う場合がある。 
原因: グループステータスの確認処理に誤りがあったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-4 

 
(11) FIPリソースでPingタイムアウト、ARP回数の設定が反映されない。 

原因: FIPリソースの設定値を取得する処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-1 

 
(12) 複数NICに同一ネットワークアドレスが設定された環境でFIPリソースの

IPアドレスにNIC指定した場合、意図したNICでIPアドレスを活性できな
い場合がある。 
原因: FIPリソース活性時のNICを判断する処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-1 

 
(13) 複数サーバ(8台以上)でのクラスタ構成時にクラスタ起動時にクラスタの起

動ステータスが取得できない場合があり、クラスタの起動に失敗すること

がある。 
原因: CLUSTERPROの状態を取得するモジュールの内部処理の排他制御
に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-1 

 
(14) グループ配下のリソース数が多いときにWebマネージャのタイムアウトが

発生することがある。 
原因: オブジェクト数が多い条件でサーバ側の処理に時間が必要なことを
タイムアウト値に考慮していなったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-3 

 
(15) 何らかの原因でアラートログファイルのフォーマットが不正な状態になっ

た場合に、サーバ側のアラート同期プロセスが異常終了することがある。 
原因: アラート同期プロセスでレコードのフォーマットが不正な場合の異
常処理に考慮漏れがあったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-3 

 
(16) Webマネージャを使用するブラウザでproxyを設定している場合にWebマ

ネージャ操作をしたときに状態が更新されないことがある。 
原因: proxyが設定されている場合、proxyのキャッシュの内容を取得してい
たため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.0-3 

 
(17) 何らかの原因でアラートログファイルのフォーマットが不正な状態になっ

た場合に、アラートログファイルの上限レコード数を超えて肥大化するこ

とがある。 
原因: アラート同期プロセスでレコードのフォーマットが不正な場合の異
常処理に考慮漏れがあったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 
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(18) Webマネージャの画面データ更新インターバルを "0" に変更してWebMgr

プロセスを再起動するとアラートビューにアラートが表示されなくなる。 
原因: Webマネージャプロセスのアラート表示処理で画面データ更新イン
ターバルに "0" が設定された場合の処理が不正だったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 

 
(19) NIC Link Up/Downモニタリソースのエラーログに不要なログが出力され

る。 
原因: ログレベルが誤っていたため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 

 
(20) アラートログファイルが上限レコード数に達した後に、アラートログファ

イルの上限レコード数の設定を小さくするとアラート同期プロセスが正常

に起動しないことがある。 
原因: アラート同期プロセスでレコード数が小さくなったときの処理に不
正な部分があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 

 
(21) クラスタ構成情報を直接編集してアラート同期プロセスの設定が不正と

なった場合に、アラート同期プロセスが再起動を繰り返す。 
原因: アラート同期プロセスが上位モジュールに返却する終了コードが
誤っていたため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 

 
(22) /opt/nec/clusterpro/webmgrのファイルシステムの空き容量が無いときに

アラートが発生すると、アラートエントリプロセス(clpaltinsertコマンド)
が終了しない。 
原因: clpaltinsertコマンドがアラートのレコードを追加するときにファイル
システムの空き容量を考慮していなかったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 

 
(23) OSが正常にシャットダウンしていない場合に次回OS起動時にWebマネー

ジャプロセスが異常終了することがある。 
原因: (17)の修正の影響を Webマネージャプロセス側で考慮していなかっ
たため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 

 
(24) 両系活性時に緊急シャットダウンしない場合がある。 

原因: 内部変数の初期化処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 

 
(25) 監視オプションがライセンスチェックで異常終了することがある。 

原因: ライセンス同期処理でスレッド間の相互排他に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 
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(26) ディスクリソース、NASリソースで umount異常時アクションの設定が 

"kill" の場合にプロセスを killできない場合がある。 
原因: NFSサーバをマウントしているネットワークの通信に異常が発生し
た場合、NFSのマウントポイント上のプロセスに対してstat()などのシステ
ムコールを実行すると、処理が返ってこないという現象を考慮していな

かったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-2 

 
(27) 監視オプションの初期化で異常終了することがある。 

原因: CLUSTERPRO内のライブラリの排他処理を行う部分に問題があっ
たため 

この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-3 
 

(28) OSが正常にシャットダウンしていない場合に、次回OS起動時にアラート同
期プロセスが正常に起動しない場合がある。 
原因: アラート同期プロセスで二重起動のチェック処理に不具合があった
ため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-3 

 
(29) 同期待ち時間に0分を設定した場合、起動属性が "手動起動" に設定されて

いるグループをフェイルオーバしないことがある。 
原因: グループの起動処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-4 

 
(30) クラスタの構成が大規模の場合にサーバ側WebマネージャプロセスのCPU

使用率が上昇することがある。 
原因: サーバ側Webマネージャプロセスの送信ロジックに問題があったた
め 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-4 

 
(31) クラスタの構成が大規模の場合にサーバ側Webマネージャプロセスが異常

終了することがある。 
原因: クラスタのオブジェクトが多い場合に、表示内容を保存する 

      バッファのサイズが不足していたため 

この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-4 
 

(32) WebマネージャでLog収集をする時に ファイル保存のダイアログを10分以
上表示したままにするとログファイルは保存できるが、ファイルの一部し

かダウンロードできていないことがある。 
原因: サーバ側Webマネージャプロセスはタイムアウトを検出するが、 
      ブラウザはLog収集が正常に終了したと判断してしまい、先に 
      ダウンロードした一部のデータだけ保存されてしまったため 

この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-4 
 

(33) 完全排他属性グループ内のリソースの非活性異常時の最終動作が「何もし
ない」に設定されている場合、非活性に失敗した完全排他属性グループが

存在するサーバ上で他の完全排他属性グループの起動ができる。 
原因: リソース非活性異常時の最終動作が「何もしない」に設定されて 
     いる場合の処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-5 
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(34) クラスタが 3 ノード以上の構成の場合、サーバダウンとサーバ起動のタイ

ミングによってフェイルオーバしないことがある。 
原因: サーバダウン発生後、ハートビートタイムアウト経過前に 
     起動したサーバが存在する場合の処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-5 

 
(35) グループ移動や自動フェイルバック処理中に、グループの移動先サーバが

ダウンした場合、タイミングによってフェイルオーバしないことがある。 
原因: グループ移動の処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-5 

 
(36) clpgrp コマンドにより、複数の完全排他属性グループを同一のサーバへ移

動した場合に、一つのサーバ上で複数の完全排他グループが起動すること

がある。 
原因: グループ移動の処理に問題があったため 
この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-5 

 
(37) ログ収集でディスクの空き容量が十分残っているにも関らず空き容量不足

となり、ログ収集に失敗することがある。 
原因：ディスクの空き容量を算出する処理で結果を格納する領域が 

     オーバフローしていたため 

この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-5 
 

(38) ユーザ空間監視で使用するsoftdogドライバがkernel staticモジュールの場
合にタイムアウト値を設定できない。 
原因：softdogドライバがkernel staticモジュールの場合にタイムアウトを 
      設定する処理が漏れていたため 

この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-5 (SXのみ) 
 

(39) 再起動回数が、設定された時間を経過しても初期化されないことがある。 
原因：不揮発データを管理するライブラリのメモリの初期化漏れのため 

この障害が発生するRPMバージョン: 3.1-3～3.1-7 
 

(40) ライセンスチェック時にリソースモニタプロセスでメモリリークが発生す
る。 
原因：ファイル転送ライブラリにスレッドリソースの解放漏れがあったた

め 

この障害が発生するRPMバージョン: 3.1-6～3.1-8 
 

(41) サーバダウン検出時に正常なサーバのノードマネージメントプロセスでメ
モリリークが発生する。 
原因：ノードマネージメントプロセスのメモリ解放漏れのため 

この障害が発生するRPMバージョン: ～3.1-8 
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(42) IP監視リソースで監視対象に異常が発生すると、 clppingコマンド
(CLUSTERPROのpingコマンド)のCPU使用率が上がり高負荷状態となる
ことがある。IP監視リソースの「タイムアウト」がデフォルトの設定(30秒)
では、高負荷状態が約30秒間継続する。 
FIPリソースの活性時にclppingコマンドのCPU使用率が上がり高負荷状態
となることがある。FIPリソースの「pingタイムアウト」がデフォルトの設
定(1秒)では顕在化する可能性が低い。 
原因：clppingコマンド内の変数に初期化漏れがあり不要なループに陥るこ

とがあるため。 

この障害が発生するRPMバージョン: 3.1-9 
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5.2 CLUSTERPROトレッキングツール 
今回のアップデートの修正情報はありません。 
 

(1) FIPリソースでPingタイムアウトとARP回数が 0 の場合、リソースのタイ
ムアウト計算値が 0 に設定される。 
原因: タイムアウト計算値の計算方法に誤りがあったため 
この障害が発生するバージョン: ～3.1-1 

 
(2) execリソースで同期時のタイムアウトが 0 の場合、リソースのタイムアウ

ト計算値が 0 に設定される。 
原因: タイムアウト計算値の計算方法に誤りがあったため 
この障害が発生するバージョン: ～3.1-1 

 
(3) 英語版Windows OS上でクラスタ構成情報ファイルの読み込み、保存がで

きない。 
原因: 英語版Windows OSに標準インストールされるJREはshift-jisのライ
ブラリがないことを考慮していなかったため 
この障害が発生するバージョン: ～3.1-2 

 
(4) ユーザ空間監視リソースの監視方法がテーブルビューに正しく表示されな

い。 
原因: テーブルの表示オブジェクトを取得するXMLパスに誤りがあったた
め 
この障害が発生するバージョン: ～3.1-2 

 
(5) 依存関係を持たないexecリソース に fipリソースが依存している場合、

execリソースの依存関係を他のリソース(diskなど)に再設定する際、ストー
ルすることがある。 
原因: 依存関係変更時の処理に問題があったため。 

この障害が発生するバージョン: ～3.1-5 
 

(6) クラスタ構成情報編集中に他のクラスタ構成情報ファイルを読み込もうと

すると「編集中のデータを保存しますか」のダイアログが表示され、ファ

イル保存を選択した場合、保存が正常に動作しない(scriptファイルが保存
できない)。 
原因: ファイル保存処理に問題があったため。 

この障害が発生するバージョン: ～3.1-5 
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6 すでに運用中のCLUSTERPROを 
以前のバージョンに戻す場合 

 
CLUSTERPROを以前のバージョンに戻すには以下の手順を実行します。 

 
以下手順(2), (8) 以外をすべてのサーバで行います。 

 
(1) 以下のコマンドを実行してサービスの起動設定を変更します。 

 
  chkconfig --del clusterpro_alertsync 
  chkconfig --del clusterpro_webmgr 
  chkconfig --del clusterpro 
  chkconfig --del clusterpro_trn 
  chkconfig --del clusterpro_evt 
 
次回のOS起動時にCLUSTERPROが起動しないように設定されます。 

 
上記(1)の手順をすべてのサーバで実行したことを確認してください。確認後、以下の

手順に進んでください。 
 

(2) CLUSTERPROマネージャからクラスタのシャットダウンを実行します。 
CLUSTERPROマネージャを使用していない場合には、何れか1台のサーバ
からclpstdnコマンドを実行してクラスタのシャットダウンを実行します。 

 
(3) 以前のバージョンのCLUSTERPROで動作確認済みの kernelバージョン

に戻す場合には、このタイミングでkernelの変更を実施してください。 
 

(4) kernelの変更を行った場合には、サーバをshutdownコマンドやrebootコマ
ンドで再起動して、rootでloginします。 

 
(5) ダウンロードして解凍処理を行ったrpmファイルを置いたディレクトリに

移動します。 
 
     cd <rpmファイルを置いたディレクトリ> 

 

ダウングレード先のCLUSTERPROのバージョンで動作確認している
ディストリビューション/kernelをよく確認してください。バージョンに
よっては現在使用中のディストリビューション/kernelでは動作確認し
ていないバージョンがあります。詳細は動作環境編 第24版以降を参照
してください。 
kernelのバージョンを戻す場合には、必ず下記の手順でkernelの変更を実
施してください。 
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(6) SE IA32版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってくだ

さい。 
 
     rpm -U --force clusterpro-3.X-X.i386.rpm 
 
 
SE x86_64版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってく
ださい。 
 
     rpm -U --force clusterpro-3.X-X.x86_64.rpm 
 
 
SX版の場合は以下のコマンドを実行してインストールを行ってください。 
 
     rpm -U --force clusterpro-sx3.X-X.ia64.rpm 
 
 

(7) 以下のコマンドを実行してサービスの起動設定を変更します。 
  UnitedLinux系の場合 (TLES8, SuSE8) 
    chkconfig --set clusterpro_evt on 
    chkconfig --set clusterpro_trn on 
    chkconfig --set clusterpro on 
    chkconfig --set clusterpro_webmgr on 
    chkconfig --set clusterpro_alertsync on 
 
  UnitedLinux系以外の場合 
    chkconfig --add clusterpro_evt 
    chkconfig --add clusterpro_trn 
    chkconfig --add clusterpro 
    chkconfig --add clusterpro_webmgr 
    chkconfig --add clusterpro_alertsync 
 
次回のOS起動時にCLUSTERPROが自動起動するように設定されます。 

 
 
(3)～(6)の手順をすべてのサーバで実行したことを確認してください。確認後、以下の

手順に進んでください。 
 

(8) サーバをshutdownコマンドやrebootコマンドで再起動します。 
 

(9) CLUSTERPROマネージャに接続しているブラウザを終了し、Javaの
キャッシュをクリアした後、ブラウザを再起動してください。 

 
以上で以前のバージョンに戻す手順が終了しました。次回の起動時から

CLUSTERPROが起動します。 
 
 


